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用紙・目的 ◇統一書式を用いること　日弁連ホームページ会員サイトにも掲載されています。

◇定められた目的で用いるために申請すること

使用目的は，訴えの提起，仮差押えの申立て，仮処分の申立て，調停の申立て，借地非

訟の申立てのみです（・　　　　と　　≡’　　　　　　　　≡婁　　≡。　　、菩
訟の　立≡の添、　　として　　　る”・がある　ムに　’れ　　　）。

◇弁護士の職印を押印すること

使者について ◇使者が事務員の場合、その旨を記載した文章を作成し、携行させること

静
用紙・目的 ◇所属会で購入した職務上請求用紙の本紙を用い（コピーは不可）、　購

入した会員本人が使うこと。

◇職務上の必要に応じて使用すること
但し，ドメスティックバイオレンスの被害者で，警察にその旨の届出がなされている場

合，拒否されることがあります。また，所在調査のためのみの目的での使用は職務にはな
りません。

◇弁護士の職印を押印すること

使者について ◇窓口に出向く者には身分証明書（当該会員もしくは所属会発行のもの）

を携行させること

　　参考条文　　戸籍謄本等楕求
　　　　　　　戸籍法10条1項，10条の2第1項，10条の2第3項～第5項，　住民基本台帳法12条の3第1項・第2項等
　　　　　　固定資産税評価旺明書の申籏
　　　　　　　地方税法第382条の3，同法施行令第52条の15（民事訴訟費用等に関する法律別表第1，1項～7項，
　　　　　　　10項，11の2項口，13項及び14項）

次のような申請ないし請求はできません！！

’
“

評価証明書

職務上請求書

績一書式壱用いない申間．公，正鳴書の■蕊過去の分や複敦
年にわたる申簡，破■申立てや塞蔓■停・竈鞘の申立て．遣良
分■箇■書作慮目的での申蘭など

弁■士会屠定の用緩壱用いない■蕊
弁■士端でないΦに口碗上■求奄●った■求など

」，　　　　　　　　　　　　　　　お問い合わせは日本弁膜士連合会業務第1課まで03－3580－9841
L，一　q．．←．＿．一．．L．．＿－J．jww；v“．。．A“”．．tt．L，；．＿．、＿＿oS＿L，＿Ltp－一＿一一一一p’ivtr．．－t’．t－SU．一．“．　＃．．－．．＿．＿i＿（．t“．inab．ut－＿．－s＿“＿．＿．．．＿．“・．L＿．一，n＿4．／．・．．．一．一一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　固定資産評価証明書の交付申請書

下記の裁判所9対し，下記の事件の申立てをするため必要がありますので，下記の物件について固定資産評価証明書を交付ざれたく申請いkし

ます。

　なお，交付を受けた証明書を下記の目的以外に使用することはいたしません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　　市・町・村長殿

弁の 事務所所在地

申 護場

士合 氏　　　　名 印

請 弁以 本人の住所

外 本人の氏名 （名称） 印

護の

人 場 代理人の住所
’

士合 代理人の氏名 印

使 訴えの提起

用 仮差押えの申立て

目 裁判所　　　支部 に 仮処分の申立て のため

的 調停の申立て

借地非訟の申立て

区　　　分 物件の 所 在 家屋番号 地　　目 地　積 証明年度 所　有　者 氏名
物 （積類） （床面積） （名 称）

件 土 地　・　家　屋 年度

の 土 地　・　家　屋 年度

表 土
地　・　家　屋　　　「

年度

示 土 地　・　家　星 年度

土 地　・　家　屋 年度

（公署記入欄）

証 明　番　号 証明件数 通 件

台
帳
照
合
　
「

（注）

1
弁蔑土が申請する場合には，次の要件を 足しているときに限り， 証明書が交付されます。

（1｝ 申晴人欄の上段に事務所所在地及び を記入し， 弁護士の職印を押印するこ と。

② 事務員等を使者と して申請する場合；
ま
． 「事務員等何莱を使者と して交付申請する」旨を記載した文書等を携行させるこ と。

2 弁護士以外の者が申講する場合には， の要件を充足しているときに限り，証明書が交付されます。

③ 申請人欄の下段に住所及び氏名（名 ） を記入し， 押印すること。 申請人が司法書士である場合には， 職印を押印するこ と。

② 代理人によって申請する場合には， ｝に加え， 代理人の住所及び氏名を記入し． 代理人が押印した上， 委任状を提出すること。ただし，

司法書士が亭務員等を代理人として する場合には， 委任状の提出に代えて， 「事務員等何某を代理人と して交付申請する」旨を記載し

た文書等を携行させれば足りる。

㈲ 窓口において職員の求めがあった 合には， 申請人 （本人又は代理人）は、 自己の身分を証する書面及び使用目的に使用することを証す

る資料を提示すること （郵送による 請の場合には， 使用目的に使用することを証する資料を添付すること。）ただし， 司法書土が申請す

る場合には。 これらの提示又は送 こ代えて， 使用目的欄の余白に嘱託者の住所及び氏名 （名称）を記載すれば足りる。

使用目的は，
　
一 の5つに限られます。

＊不動産を目的とする訴状， 仮差押 ● 仮処分申請書， 民

事調停申立書， 借地非訟の申立書の添付書類として提出
する必要がある場△のみです。口
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